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決算特別委員会での主な質疑事項と意見・要望 
 
第１分科会（総務財政委員会・建築消防委員会所管分） 
 
１ 財政の基本問題 

 （質疑事項） 
・ 財政の健全化と将来の安定性 

 （意見・要望） 
    ・ 国民健康保険特別会計の一般会計繰入金を決算で減額すると、国民健康保険料に

影響することを理解されたい。 
 
２ 一般会計（歳入） 

  ○ 市税 
（質疑事項） 
・ 市税減少の徹底した総括と市税増収の抜本的対策 

  （意見・要望） 
    ・ 市が所管する資産を、あらゆる面で活用しながら収益につなげていくよう努力さ

れたい。 
 
３ 一般会計（歳出） 

  ○ 総務費 
  （質疑事項） 

・ 非核平和都市宣言の看板の設置 
・ 行政評価 
・ 文化施設のバリアフリー化 
・ コミュニティ 
・ ガーディアン・エンジェルスの活用 
（意見・要望） 

   ・ 義務的経費の増加を注視し、その動向を把握されたい。 
・ 北九州市議会事務局職員が政策立案の勉強をするためのサポート体制をとられた
い。 

   ・ 重要な計画については、パブリックコメントの前段階で議会に説明されたい。 
・ 北九州市行財政改革有識者会議の公開をされたい。 
・ 行政評価には、すべて何らかの指標等を立てられたい。 
・ 新球技場については、アンケートの結果のみでなく、団体名等も公表し、併せて
広い意味での調査もされたい。 

   ・ 客引き行為については、警察に任せるだけではなく、市も調査等をされたい。 
・ 市民センターを中心とした今後のまちづくりについては、これまでの総括を行っ
て十分な議論をし、今後の方向を見出していただきたい。 

・ ポイ捨ての犯人が特定できた場合は、条例を制定して、違反者には一定期間強制
的にボランティア活動をさせることを検討されたい。 

・ 子供たちの憧れになるようなガーディアン・エンジェルスの活動をサポートされ
たい。 

   ・ 自治会の防犯灯は、市が全額負担されたい。 
・ 行政評価の精度を上げるため、しっかりとした行政監査をされたい。 
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○ 土木費 
（質疑事項） 
・ まちづくり市民支援事業 
・ 黒崎副都心 

  （意見・要望） 
・ 若戸大橋と若戸トンネルの維持管理費用を精査されたい。 
・ 新若戸道路の整備における地域住民への説明に当たっては、過去の経緯を認識し、
関係局と一緒に説明されたい。 

   ・ 若戸大橋の回数券の割引率を元に戻されたい。 
   ・ おでかけ交通の赤字補てんについて、インセンティブの出し方を工夫されたい。 

・ 黒崎井筒屋前の撤去されたエスカレーターの設置に向けて、積極的に対応された
い。 

   ・ コムシティの再生においては、広域から集客できる機能を検討されたい。 
   ・ コムシティに、県の施設であるゴールド免許センターの誘致を検討されたい。 

・ 最良のコムシティ再生計画をつくるため、当局と議会で知恵を出し合い、互いに
努力されたい。 

   ・ よりコンパクトなまちづくりを進める施策を打ち出されたい。 
・ コンパクトシティを目指す中で、今後出てくる過疎地域も含めた行政サービスの
提供の限界について、目安となるたたき台を示すよう検討されたい。 

 
○ 建築行政費 
（質疑事項） 
・ 定住促進事業 
・ 公営住宅の入居拡充 
・ 市営住宅の入居時の保証人制度 

  （意見・要望） 
・ 北九州市定住促進支援事業を、計画的かつ効率的に行われたい。 
・ 定住促進を図り、市外転出させない対策を検討されたい。 
・ 国に、住宅の除却費を前もって徴収する制度の検討を要望されたい。 
・ 市営住宅への入居に当たり、高齢者等に連帯保証人を免除するよう、運用の改善
を実施されたい。 

・ 随時発生する市営住宅の空き室について、早急に次回の定期募集に出せるよう、
対応されたい。 

・ 市民が市公社住宅に入居しやすいよう、所得要件の幅を検討されたい。 
・ 市営住宅での自殺を防止する設備等を検討されたい。 

   ・ 市営住宅の浴槽設置に、引き続き取り組まれたい。 
・ ふれあい巡回員の指導の中に、対象者の地域行事への積極的な参加の指導を加え
られたい。 

   ・ 市営住宅使用料の悪質な滞納者について、早めに対応されたい。 
   ・ 市営住宅使用料の回収に当たっては、生活困窮者に対する意識を強められたい。 

・ 住宅供給公社の指定管理者評価結果の中で、適正な管理運営の評価が上がるよう
努められたい。 

   ・ 団地住民による市営住宅の管理の負担を把握されたい。 
・ 木造住宅、マンション、特定建築物の耐震化について、町内会や業者と協力して
進められたい。 

・ 民間建築物アスベストの全体像の把握と、それに基づく除去計画を早急に作られ 
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たい。 
・ 後楽団地の出前市場を屋根つきの場所で実施できるよう、建てかえ計画の中で検
討されたい。 

・ 優良賃貸住宅供給支援事業について、インセンティブを検討し、今後の事業に生
かされたい。 

・ 老朽家屋の除却を促進する対応を検討されたい。 
   ・ 資力のない世帯への老朽家屋解体費用の助成制度を研究されたい。 

 
○ 消防費 

 （質疑事項） 
・ 白島国家石油備蓄基地の安全対策 
・ 女性の視点を取り入れた防災対策 

  （意見・要望） 
・ 白島国家石油備蓄基地の従業員の避難対策について、連絡を密にして必要な対策
をとられたい。 

・ 白島国家石油備蓄基地の安全対策においては、撤去も視野に入れた検討を行われ
たい。 

・ 白島国家石油備蓄基地の原油搬入を、様々な基準値に基づき、事故防止のため、
厳しく監視されたい。 

・ 住宅用火災警報器の普及を進めるため、いろいろな目線から見て取り組まれたい。 
・ クールベストの導入を含めた消防職員、消防団員の熱中症対策の検討を継続され
たい。 

   ・ 消防団員の飲酒運転防止の指導を徹底されたい。 
   ・ 消防団員の被服等の給与貸与方法の改善を検討されたい。 

・ 消防団施設に空調を設置されたい。 
   ・ 消防署所の耐震化をスピードアップされたい。 
   ・ 八幡東消防署、八幡西消防署の移転地を速やかに探されたい。 

・ 女性の視点を取り入れた防災対策に、引き続き努められたい。 
・ 市民が活用しやすい合理的な防災マップを検討されたい。 

   ・ エリアメールの導入に積極的に取り組まれたい。 
 
４ 駐車場特別会計 

 （質疑事項） 
・ 駐車場特別会計の繰入金 

 
５ 交通事業会計 

 （意見・要望） 
・ 交通事業の運営においては、おでかけ交通等と連携して、地域の交通弱者を守る
よう努められたい。 

・ 若松北西部地域の巡回型バスを平成 24年度から運行できるよう努められたい。 
・ 安定的な交通事業に努め、市民の足を守るため、通学支援便、エコタウン通勤支
援便の取り組みについて、関係部局と協議を進められたい。 
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第２分科会（環境建設委員会・保健病院委員会所管分） 
 
１ 一般会計 

  ○ 保健福祉費 
（質疑事項） 
・ 介護家族の困難の実態把握 
・ ホームレス対策推進事業 
・ 犬・猫の殺処分ゼロをめざして 
・ 生活保護受給者の通院 
（意見・要望） 

   ・ 地域での見守りで民生委員等が情報の共有をできるよう努力されたい。 
・ 慢性呼吸器機能障害者のためのグループホームが実現できるよう支援されたい。 
・ 障害者支援施設等への市の物品発注等をふやされたい。 
・ 若年性認知症について早めの対策及び啓発をされたい。 
・ 穴生ドームの暑さ対策をされたい。 
・ 現在未利用の集会所の処分の際は地域の要望を取り入れ、地元での再利用に努め
られたい。 

   ・ 市民センターにおける健康づくり事業を拡充されたい。 
・ 生活保護の自立支援プログラムは、プログラムが必要な人の正確な把握を行った
上で運用されたい。 

 
○ 子ども家庭費 
（質疑事項） 
・ 放課後児童クラブの年齢に応じたプログラムの活用 
・ 家庭の教育力向上のための地域での支援について 
・ 里親委託の増加に対する本市の対応 

  （意見・要望） 
・ 放課後児童クラブでは、年齢に応じたプログラムの導入をされたい。 
・ 家庭の教育力を向上させるための対応策を検討されたい。 
・ 他都市であったような里親による虐待が発生しないようにされたい。 

   ・ 乳幼児等医療費支給制度について通院医療費の拡大をされたい。 
・ 青少年健全育成深夜防犯パトロール事業を継続されたい。 
・ 妊娠中や子育て中の女性のキャリアアップをさらに支援されたい。 

 
○ 環境費 
（質疑事項） 
・ アジア低炭素化センターの平成 22年度の活動 
・ 楽しみながら環境を学び、実践、発信するための環境テーマパークのまちづくり 
・ 低炭素社会を目指した事業における市民への浸透度 
・ ごみ袋有料化と分別によるごみ減量化の効果 

  （意見・要望） 
   ・ 法定期限内のＰＣＢ廃棄物処理へ努力されたい。 
   ・ エコ製品の販売促進・拡大に努められたい。 

・ エコタウンのシンボルとしてウエルカムゲートを整備されたい。 
・ 国際戦略総合特区と環境未来都市の申請が採択されるよう取り組みを強められた
い。 
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・ 中小企業省エネ設備導入補助事業を拡充されたい。 
・ 引き続き大気汚染の調査を継続し、その結果をわかりやすく周知されたい。 
・ 環境首都 100 万本植樹プロジェクトの推進とわたし記念日、記念植樹事業の周知
に努められたい。 

・ ノーマイカーデーの参加企業増加に努められたい。 
・ 市民に対するグリーンショールーム化への取り組みを充実されたい。 
・ 市の施設で可能なものについては、屋上緑化を推進されたい。 
・ 環境に対する取り組みの市民への見える化を充実されたい。 
・ 自然環境保護の現状把握等の対策を充実されたい。 
・ ボランティア袋を色分けし、資源化物とそれ以外のものの分別収集を検討された
い。 

   ・ ごみ袋の値下げや無料化を検討されたい。 
   ・ ３Ｒ活動を更に推進されたい。 
   ・ 市施設のエコアクション 21の認証登録を検討されたい。 
   ・ 市内で行うイベントの環境配慮に対する取り組みを充実されたい。 

・ 市民が環境首都であるという誇りを持てるよう、環境への取り組みを更に周知さ
れたい。 

 
○ 土木費 
（質疑事項） 
・ 道路や農業用水路修繕時のまちづくり整備課と農政事務所の対応の相違 
・ 公園愛護会のない公園の除草と市民農園の整備 
・ 高齢者のニーズの強いグラウンドゴルフ場の整備 
（意見・要望） 
・ 災害用伝言ダイヤルへのアクセス方法等、防災情報マップに掲載する情報を充実
されたい。 

   ・ 放置自転車譲渡の周知の方法を検討されたい。 
・ 歩道上のマンホールの段差について実態調査をされたい。 
・ バリアフリーを含めた歩道の安全に対する取り組みを充実されたい。 
・ 事業終了後の動向等の事業評価票への記載を検討されたい。 
・ 歩道の中に座れる場所を設置する等、高齢者に配慮した道路整備を行われたい。 
・ 安全なまちづくりのため、さまざまな角度からの防災対策を検討されたい。 

   ・ 減災を含めた豪雨対策の充実を図られたい。 
   ・ 市民の安全が保たれるよう、河川のゲリラ豪雨対策を充実されたい。 

・ 旦過市場の洪水対策のための河川改修は、地元の方の意見を聞きながら慎重に進
められたい。 

・ 既存の施設を活用した治水対策を検討されたい。 
   ・ 公園愛護会のない公園について愛護会設立に対する働きかけを行われたい。 
   ・ さまざまな愛護団体等に対する支援については、差のないよう取り組まれたい。 
   ・ 地域の活動を考慮した事業評価を検討されたい。 
   ・ 到津の森公園の集客対策を充実されたい。 

・ 到津の森公園の飼育員等の雇用形態を含めた処遇改善を検討されたい。 
・ 公園内の照明灯のＬＥＤ化を計画的に行われたい。 

   ・ 専用のグラウンドゴルフ場の整備を検討されたい。 
・ 高塔山公園のイベント時の日よけ対策等を充実されたい。 
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２ 国民健康保険特別会計 
 （質疑事項） 
   ・ 短期保険証と資格証明書を交付する基準 
 （意見・要望） 
・ 新しい国民健康保険証の印刷ができるようなプリンターの購入を検討されたい。 

   ・ 国民健康保険証の盗難等による第三者の悪用がないように運用されたい。 
 ・ 資格証明書の交付が、機械的にならないよう改善されたい。 
・ 資格証明書の交付は悪質な例だけとし、国の基準を遵守されたい。 

 
 ３ 簡易水道特別会計 
（質疑事項） 
・ 簡易水道特別会計を平成 22年度まで会計として存続させた理由 

 
 ４ 老人保健医療特別会計 
（質疑事項） 
・ 廃止する老人保健医療特別会計の収入未済額の処理 

 
５ 母子寡婦福祉資金特別会計 
（質疑事項） 
・ 母子寡婦福祉貸付金の収入未済の傾向 

 
６ 介護保険特別会計 
（質疑事項） 

   ・ 要介護者数の増加に対する今後の市の対応 
 
７ 病院事業会計 
（質疑事項） 
・ 平成 22年度決算が黒字になった理由 
・ 医師の確保に対する取り組み状況 
・ 長時間労働を行なった医師への対応 
・ 衛生委員会での検討内容 
・ コンビニ受診の抑制 

 （意見・要望） 
・ 退院患者へのフォローをされたい。 
・ 今後も産業医科大学若松病院に対する市民の意見・要望について病院局を経由して

伝えられたい。 
・ 今後も救急体制の強化をされたい。 

  ・ 事務職員についても仕事を分散し、時間外勤務を減らされたい。 
・ 地域での医療のあり方を議論する場を設け、市立病院として提言を行われたい。 

 
 ８ 下水道事業会計 
（質疑事項） 
・ 合流式下水道改善事業の内訳 
（意見・要望） 

   ・ 合流式下水道の改善を推進されたい。 
  ・ 下水処理の更なる充実のための研究を行われたい。 
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第３分科会（教育水道委員会・経済港湾委員会所管分） 
 
１ 一般会計 

  ○ 総務費 
  （質疑事項） 

・ 空港アクセス鉄道の現状と課題 
  （意見・要望） 

・ ２４時間利用可能という優位性を生かし、利用者増加の取り組みを進められた 
・ 今は、アクセス鉄道よりも、空港島の安全対策について取り組まれたい。 

 
○ 労働費 
（質疑事項） 
・ 本市の雇用対策 
（意見・要望） 

   ・ 求人と求職のアンバランス解消のため、資格取得など求職者のスキルアップへの 
取り組みを充実、強化されたい。 

   ・ 正規雇用の拡大について、数値目標を掲げて取り組まれたい。 
 

○ 農林水産業費 
（質疑事項） 
・ 地元特産品のブランド認定制度の創設 
・ 曽根漁港整備の進捗状況 

  （意見・要望） 
   ・ 地産地消については、学校給食において市内産使用を推進できるよう、教育委員

会ともお互い協力して取り組まれたい。 
・ 水産業の種苗放流事業の検討については、取り組みを進められたい。 
・ 曽根漁港については、取り組みの切り替えなど地域にあった施策を進められたい。 
・ フィッシャリーナの利用者と漁業者との利用調整について、しっかりと取り組ま
れたい。  

 
○ 産業経済費 
（質疑事項） 
・ 中小企業対策 
・ アニうたＫｉｔａｋｙｕｓｈｕの存続 

  （意見・要望） 
   ・ 若戸大橋５０周年事業については、若松、戸畑両区とも協議の上、合同でのはし

ご酒大会などの企画や、区がにぎわい、商業者が潤うような祭りとなるよう予算
化をされたい。 

   ・ 商店街振興については、コンペなどを行い、いい仕組みを考えたところ一箇所に 
積極的に力を注ぎ、成功事例をつくるよう取り組まれたい。 

・ 北九州輸入促進センターについては、民間の活力導入という第三セクターのあり
方として、収入の５４％が市の負担という状況は、指摘せざるを得ない。 

   ・ 北九州市立大学の運営費交付金については、必要なものをきちんと確保されたい。 
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○ 港湾費 
（質疑事項） 

   ・ フェリー貨物増加の取り組み 
  （意見・要望） 

・ フェリー貨物促進を進められたい。 
・ 白島国家石油備蓄基地の電源装置の安全対策については、国へ強く働きかけられ
たい。 

 
○ 教育費 
（質疑事項） 
 ・ 学校規模適正化推進事業の効果 
・ 公立幼稚園での特別支援教育推進のための人的配置と財政措置 
・ ノーテレビ・ノーゲーム・読書の日の家庭での取り組み 

  （意見・要望） 
   ・ 学校規模適正化を進める場合は、数年をかけ、計画的に取り組まれたい。 

・ 学校規模適正化は、子供の環境を考慮して計画されたい。 
・ 認可外保育所も含めた保育所と幼稚園及び小学校の連携に努められたい。 
・ 市費講師の職務内容については、過大なものにならないよう配慮されたい。 
・ 学校給食の異物混入は、原因把握に努められたい。 
・ 校務支援システムは、現場教員と児童のためになるよう活用されたい。 
・ 防災教育を必修科目とされたい。 
・ 朝の読書活動を推進されたい。 
・ 平和事業に積極的に取り組まれたい。 
・ 海外水ビジネスを例とした英語教育をされたい。 
・ 熱中症対策に有効なミストシャワーを早期に導入されたい。 
・ 予算の許す限り、耐震及び不足教室対策に並行して取り組まれたい。 
・ 大規模改修工事や日常的な修繕については、並行して適切に取り組まれたい。 
・ 小学校の都合に影響されない中学校給食の提供に取り組まれたい。 
・ スクールカウンセラー等の非常勤職員の増員や雇用条件の改善に努められたい。 
・ 中学校の武道場を有効活用されたい。 
・ 武道教育に空手の型の導入を検討されたい。 
・ 小中一貫・連携教育モデル推進事業にしっかり取り組まれたい。 
・ 八幡西生涯学習センター移転に関しては、生涯学習推進計画との整合性を図るた
め、社会教育委員会議や検討会の委員の意見を踏まえて検討されたい。 

・ 新たな戸畑図書館の整備にしっかり取り組まれたい。 
・ 教員の負担感の軽減に努められたい。 
・ あいさつ日本一と自信を持って言えるよう、前向きに取り組まれたい。 
・ 学校敷地の一部を、地域の老人会と学童保育の子供たちとで畑や花壇づくりをす
るために利用できるよう対応されたい。 

・ 行政評価にあたっては、施策を検証するための有効な指標を設定されたい。 
 
２ 競輪、競艇特別会計 

 （質疑事項） 
・ 競輪、競艇事業の収支状況 

 （意見・要望） 
・ 競輪事業において、ＪＫＡからの還付金が廃止され、交付金だけが取られることが
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ないよう政府へ働きかけられたい。 
  ・ 今後も一般会計への繰り出しができるよう経営努力に取り組まれたい。 

 
３ 港湾整備特別会計 
（質疑事項） 
 ・ 港湾整備特別会計の経営健全化 
 （意見・要望） 
  ・ 港湾整備特別会計の健全化については、状況が悪化しており、猶予は許されない。

裏づけのある具体的な計画を策定し、市民、議会に対し、説明責任を果たされたい。 
・ 緑地等の一般会計への有償所属替えによる港湾整備特別会計の穴埋めは、市民の理

解を得られるものではないので、やるべきではない。 
 
 ４ 産業用地整備特別会計 
 （質疑事項） 
・ 北九州空港跡地産業団地の整備状況 
・ 一般会計から産業用地整備特別会計への土地の有償所属替え 

 （意見・要望） 
・ サイエンスパークの土地の有償所属替えに伴う都市計画の変更を行うにあたっては、 

近隣の住民との丁寧な協議を行われたい。 
・ 事業評価においては、事業の目的達成度を正確に評価できるような項目を指標とさ

れたい。 
 
５ 上水道事業会計 
（質疑事項） 
・ 水道事業中期経営計画 
・ 水道営業業務包括委託にかかわる検針員の雇用 
・ 海外水ビジネスにおける市長の所見 
（意見・要望） 
・ 未利用地及び設備等の資産活用や見直しにより、維持管理コストの削減に取り組ま

れたい。 
・ 一層管の漏水対策は、部分修繕ではなく管を取り替えられたい。 
・ 検針員の雇用を守る努力をされたい。 
・ 海外水ビジネスは、リスクを回避しつつ慎重に対応し、国際貢献は積極的に取り組

まれたい。 
・ 大連市での水ビジネスをより一層推進されたい。 

  ・ 海外水ビジネスでは、実績を各国にＰＲするとともに、インドに対して積極的なト
ップセールスをされたい。 

  ・ 水道事業の広域化に力を入れられたい。 
・ 上水道未整備地区の解消に努められたい。 
・ 今後の 100年間も水の安定供給に取り組まれたい。 

 
６ 工業用水道事業会計 
（質疑事項） 
・ 工業用水道事業の平成 22年度の状況 

 


